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物
の
構
造
的
な
問
題
は
変
わ
っ
て
い
な
い
事
な
ど

が
訴
え
ら
れ
た
。
関
東
貨
物
協
議
長
・
斉
藤
さ
ん

か
ら
は
、
年
休
は
お
ろ
か
特
休
す
ら
消
化
で
き
な

い
職
場
が
あ
る
ほ
ど
人
員
が
不
足
し
て
い
る
事
な

ど
が
話
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
東
京
・
水
戸
・
長

野
・
千
葉
・
高
崎
・
新
潟
か
ら
決
意
表
明
を
受

け
、
最
後
に
闘
争
団
か
ら
一
一
・
三
〇
集
会
へ
の

結
集
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
・
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
終
了
。

午
後
は
訴
え
に
も
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
構
造
的

赤
字
の
解
消
を
訴
え
る
た
め
、
国
交
省
な
ど
へ
申

し
入
れ
が
行
わ
れ
た
。

一
一
月
二
二
日
、
貨
物
会
社
は
二
・
〇
ケ
月
、

一
二
月
七
日
支
払
い
と
い
う
低
額
を
回
答
し
た
。

の
職
場
で
の
検
証
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
東
京
地

本
・
稲
荷
執
行
委
員
か
ら
は
、
一
一
・
三
〇
集
会

の
成
功
へ
向
け
職
場
や
共
闘
の
単
組
オ
ル
グ
へ
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
貨
物
協
・

星
野
議
長
か
ら
は
、
収
入
目
標
自
体
が
高
す
ぎ
る

事
や
剰
余
金
を
積
み
上
げ
て
い
る
事
。
中
越
沖
地

震
に
よ
る
不
通
が
あ
っ
た
が
、
普
段
か
ら
自
然
災

害
へ
の
対
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
貨

前
日
の
台
風
が
空
を
一
掃
し
た
か
の
よ
う
に
、

一
〇
月
二
八
日
（
日
）
東
京
地
本
家
族
会
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
澄
み
き
っ
た
秋
晴
れ
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

流
石
で
す
！
参
加
さ
れ
た
会

員
、
皆
さ
ん
の
普
段
の
心
が
け
の

良
さ
が
反
映
さ
れ
気
持
ち
の
良
い

一
日
で
し
た
。
全
員
で
記
念
写
真

を
と
り
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、
屋

形
船
に
乗
り
込
み
お
台
場
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
・
お
茶
・
ジ
ュ
ー

ス
等
を
手
に
地
本
・
宮
�
組
織
部

長
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
も

ん
じ
ゃ
・
お
好
み
焼
き
・
焼
き
そ

ば
・
チ
ャ
ー
ハ
ン
等
を
時
間
内
に

食
べ
れ
る
だ
け
食
べ
・
飲
め
る
だ
け
飲
み
、
ワ
イ

ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
短
い
時
間
で
し
た
が
身
体
も

心
も
ほ
っ
か
・
ほ
っ
か
に
暖
ま
り
、
楽
し
い
ひ
と

織
運
営
を
進
め
て
い
く
」
と
い
う
決
定
事
項
を

改
め
て
確
認
し
合
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
組
織
拡
大
を
は
じ
め
と
し
た
諸
活

動
の
展
開
と
「
友
愛
と
信
義
」
の
相
互
連
帯
を

基
本
に
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
よ
り
一
層

の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
「
学
習
と
交

流
」
を
軸
に
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
の
強

化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。今

日
ま
で
の
東
京
鉄
道
関
連
労
と
し
て
、
一

つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
き
た
運
動
や
諸
活
動
の

一
一
月
一
〇
日
、
昨
年
と
同
じ
ド
シ
ャ
降
り

の
雨
に
祟
ら
れ
な
が
ら
も
、
東
日
本
本
部
主
催

第
一
二
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
皇
居
外
周
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長

が
、
今
年
は
東
京
地
本
の
阿
部
・
前
委
員
長
の

一
一
月
一
三
日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
な
ど
に
お

い
て
、
冬
季
一
時
金
三
・
五
ケ
月
の
支
給
や
賃
金

制
度
改
悪
阻
止
等
を
訴
え
た
貨
物
総
行
動
が
行
わ

れ
た
。

一
一
時
本
社
前
に
は
約
二
〇
〇
人
が
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
を
中
心
に
全
国
か
ら
結
集
し
た
。
本
部
・

高
橋
委
員
長
か
ら
は
一
〇
四
七
名
解
雇
撤
回
、
和

解
問
題
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
安
全
・
安
定
輸
送
へ
の
訴

え
が
行
わ
れ
た
。
東
日
本
本
部
・
松
井
副
委
員
長

か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と
の
全
面
和
解
以
降

「
友
愛
と
信
義
」
を
基
調
と
し
た
東
京
鉄
道

関
連
労
は
、
第
三
〇
回
定
期
総
会
を
一
一
月
一

六
日
、
地
本
会
議
室
で
開
催
し
、
関
連
労
働
者

の
労
働
条
件
改
善
や
権
利
確
立
、
生
活
向
上
な

ど
諸
要
求
実
現
に
向
け
た
活
動
方
針
を
全
体
で

確
立
し
た
。
併
せ
て
、
今
総
会
は
、
先
に
開
催

し
た
中
央
鉄
道
関
連
労
第
三
五
回
定
期
総
会
に

お
い
て
確
認
さ
れ

た
、
今
後
の
鉄
道
関

連
労
の
組
織
体
制
の

強
化
と
再
建
、
財
政

の
建
て
直
し
等
を
図

っ
て
い
く
た
め
に

「
東
京
鉄
道
関
連
労

に
つ
い
て
は
、
加
盟

組
合
の
合
意
に
基
づ

き
、
当
面
の
間
『
組

織
凍
結
』
を
し
、
中

央
に
一
体
化
し
た
組

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

宮
�
組
織
部
長
に

は
家
族
と
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

終
始
、
穏
や
か
に

組
織
強
化
に
む
け
て

お
互
い
「
協
力
し
合

う
」
話
し
合
い
で
盛

り
上
が
り
、
親
睦
を

深
め
、
役
員
・
会
員

の
立
場
を
理
解
し
合

い
、
よ
り
強
力
な
信

頼
の
も
と
・
国
労
運
動
の
発
展
を
参
加
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
！
家
族
に
国
労
運
動
の
重
要

さ
を
理
解
さ
せ
る
手
っ
取
り
早
い
手
法
は
、
家
族

会
活
動
に
率
先
し
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
す
よ
！

こ
れ
か
ら
も
共
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
家
族
会
副
会
長
・
小
林
恵
美
子
）

理
由
に
で
き
な
い
な
、
と
言
い
訳
を
考
え
な
が

ら
の
挨
拶
と
な
っ
た
。

最
初
の
五
ｋ
ｍ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
東
京
地
本

関
係
者
は
、
上
野
支
部
・
田
端
機
関
区
分
会
の

高
橋
龍
治
さ
ん
が
四
位
と
健
闘
を
み
せ
た
。

続
く
、
駅
伝
競
技
で
は
、
長
野
Ａ
チ
ー
ム
が

連
続
優
勝
を
飾
っ
た
が
、
東
京
地
本
関
係
者
と

し
て
は
初
め
て
神
奈

川
チ
ー
ム
が
準
優
勝

に
輝
い
た
。

閉
会
式
で
は
、
雨

も
止
み
、
お
互
い
の

健
闘
を
称
え
あ
い
な

が
ら
、
来
年
一
月
一

二
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
る
東
京
地
本
新

春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

の
再
会
を
約
束
し
合

っ
た
。

中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
や
教
訓
点
な
ど
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
更
に
確
認
し
な
が
ら
、

中
央
鉄
道
関
連
労
の
更
な
る
前
進
と
強
化
に
向

け
、
全
力
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
尚
、

中
央
鉄
道
関
連
労
事
務
局
長
に
石
上
委
員
長
、

事
務
局
次
長
に
鎌
田
執
行
委
員
が
選
出
さ
れ
て

い
る
）

準
優
勝
し
た
神
奈
川
チ
ー
ム
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加
入
へ
の
ビ
ラ
を
作
成
し
訴
え
、
組
合
員
全
体
の

取
り
組
み
と
な
り
意
識
が
高
ま
っ
た
。
組
織
拡
大

も
報
告
さ
れ
、
運
転
区
で
青
年
が
加
入
し
た
こ
と

は
、
国
労
の
運
動
の
正
し
さ
と
、
取
り
組
め
ば
成

果
に
結
び
つ
く
こ
と
に
確
信
が
得
ら
れ
た
。
③
労

働
条
件
改
善
・
要
員
確
保
に
つ
い
て
「
国
労
は
少

数
で
も
、
繰
り
返
し
仲
間
と
話
し
合
い
申
し
入
れ

を
し
て
作
業
ダ
イ
ヤ
を
変
え
さ
せ
た
」「
三
六
協
定

を
巡
り
東
労
組
は
現
場
の
組
合
員
と
矛
盾
」「
年
休

が
入
ら
ず
、
超
勤
前
提
の
作
業
な
ど
要
員
不
足
も

明
ら
か
。
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
粘
り
強
い
取
り

組
み
を
求
め
る
」「
契
約
社
員
の
三
割
が
既
に
退
職
。

労
働
条
件
改
善
と
正
社
員
化
へ
の
取
り
組
み
を
」

と
の
訴
え
も
あ
っ
た
。
④
採
用
差
別
事
件
の
早
期

解
決
に
む
け
一
一
・
三
〇
集
会
の
成
功
に
向
け
た

決
意
も
報
告
さ
れ
た
。
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組

み
も
奮
闘
す
べ
き
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

大
会
を
通
じ
て
、
一
括
和
解
以
降
、
現
場
で
は

ま
だ
国
労
差
別
が
あ
る
が
、
昇
進
試
験
の
合
格
拡

大
や
現
場
で
の
話
し
合
い
や
交
渉
等
に
運
動
の
前

進
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
組
織
拡
大
が
続
い
て

い
る
こ
と
が
確
信
と
な
り
、
昨
年
よ
り
分
会
活
動

の
報
告
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
た
。

支
部
は
昨
年
結
成
六
〇
年
を
迎
え
、
大
会
終
了

後
同
会
場
で
、
組
合
員
・
家
族
な
ど
二
〇
〇
名
の

参
加
で
六
〇
年
史
発
刊
記
念
の
集
い
が
行
わ
れ
た
。

集
い
は
、
再
選
さ
れ
た
山
田
委
員
長
が
「
六
〇

一
一
月
八
日
、
大
井
町
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
で
第

七
二
回
新
橋
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
二
〇
名
の
代
議
員
が
発
言
し
、

①
安
全
・
安
定
輸
送
の
問
題
に
つ
い
て
「
規
制

緩
和
と
Ｊ
Ｒ
の
利
益
第
一
体
質
が
連
続
す
る
輸
送

障
害
の
背
景
で
あ
り
、
利
用
者
や
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
が
重
要
だ
」「
他
の
作
業
と
の
抱
合

せ
で
の
検
査
を
指
示
さ
れ
た
が
、
安
全
確
保
が
で

き
な
い
と
追
及
し
見
送
ら
せ
て
い
る
」「
ベ
ビ
ー
カ

ー
が
ド
ア
に
挟
ま
る

事
故
で
、
直
ち
に
調

査
し
集
会
で
話
し
合

い
安
全
対
策
の
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
る
」

な
ど
職
場
か
ら
点
検

摘
発
の
取
り
組
み
の

報
告
が
相
次
い
だ
。

②
組
織
拡
大
に
つ
い

て
も
発
言
が
多
く
出

さ
れ
た
。
多
数
の
分

会
で
、
独
自
の
国
労

上
野
支
部
は
一
〇
月

二
七
日
、
岸
町
ふ
れ
あ

い
館
で
第
一
二
一
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

一
〇
四
七
名
の
不
採

用
事
件
早
期
解
決
を
目

指
し
、
政
府
に
働
き
か

け
と
世
論
喚
起
を
高
め

る
上
で
重
要
な
自
治
体

決
議
を
勝
ち
取
る
た
め

に
上
野
支
部
管
内
に
あ

る
自
治
体
に
地
本
の
支

援
、
地
区
協
と
の
連
携
を
図
り
要
請
行
動
を
強
め
、

台
東
区
・
荒
川
区
・
足
立
区
・
葛
飾
区
・
柏
市
で
具

体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
な
が
ら
大
会
を
迎
え
た
。

議
長
に
武
田
代
議
員
（
松
戸
駅
）、
副
議
長
に
金
子

代
議
員
（
東
京
土
技
セ
）
を
選
出
後
、
玉
之
内
委
員

長
は
「
自
治
体
決
議
採
択
に
向
け
て
取
り
組
み
、
支

部
・
地
区
協
・
分
会
が
一
体
と
な
り
勝
ち
取
っ
た
。

組
織
拡
大
で
も
、
和
解
勧
告
を
受
け
入
れ
、
配
属
、

入
所
行
動
を
展
開
す
る
な
か
で
新
採
を
迎
え
入
れ
た
。

運
転
職
場
で
も
加
入
し
て
き
て
い
る
。
支
部
・
地
区

協
・
分
会
が
協
力
し
あ
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

上
部
機
関
か
ら
石
上
地
本
委
員
長
が
出
席
し
「
Ｊ

Ｒ
会
社
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
健
全
な
労
使
関
係

の
確
立
と
安
全
・
安
定
・
安
心
と
信
頼
の
鉄
道
輸
送

の
確
立
、
労
働
条
件
と
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
て

仕
事
総
点
検
、
安
全
総
点
検
運
動
を
展
開
し
て
行
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

討
論
で
は
、
組
織
強
化
拡
大
へ
の
日
常
的
な
取
り

組
み
、
分
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
や
職
場
集
会
開
催
な

ど
分
会
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
活
動
、
春
闘
時
に

お
け
る
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て
の
申
し
入
れ
、

三
六
協
定
に
対
す
る
東
労
組
の
職
場
で
の
行
動
、「
駅

の
あ
り
か
た
」
に
伴
う
問
題
点
、
一
〇
四
七
名
の
不

採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
た
一
一
・
三
〇
集
会

の
決
意
等
で
一
五
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

役
員
改
選
で
は
委
員
長
と
副
委
員
長
で
選
挙
が
行

わ
れ
た
が
、
執
行
委
員
長
に
玉
之
内
明
徳
氏
他
を
選

出
し
た
。

年
は
、
職
場
の
団
結
と
運
動
を
進
め
て
き
た
歴
史
。

年
史
を
学
び
今
後
の
運
動
に
生
か
し
た
い
」
と
挨

拶
し
、
矢
頭
会
長
（
新
橋
退
職
者
の
会
）
が
「
昭

和
二
一
年
支
部
結
成
に
参
加
し
今
日
ま
で
活
動
し

て
き
た
。
喜
び
と
共
に
今
後
に
期
待
す
る
」
と
乾

杯
の
音
頭
を
発
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
国

鉄
労
働
歌
」
を
合
唱
し
闘
う
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

新
橋
支
部
六
〇
年
史
は
三
〇
〇
冊
限
定
で
作
成
。

希
望
す
る
方
は
新
橋
支
部
に
連
絡
を
。

大
宮
地
区
本
部
は
、
一
一
月
一
〇
日
土
曜
日
さ

い
た
ま
市
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
八

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

今
年
は
Ｎ
Ｆ
二
〇
〇
八
に
お
け
る
「
今
後
の
駅

の
あ
り
方
」
や
、
大
宮
支
社
管
内
で
立
て
続
け
に

発
生
し
た
「
川
越
線
踏
切
事
故
に
於
け
る
救
援
列

車
脱
線
事
故
」、
大
宮
駅
構
内
で
の
「
架
線
溶
断
事

故
」
な
ど
の
事
故
時
に
見
ら
れ
た
職
場
の
技
術
力

の
低
下
の
問
題
な
ど
、
課
題
が
山
積
す
る
大
会
と

な
り
、
討
論
も
熱
気
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
地
区
本
部
の
韮
澤
委
員
長

は
「
地
区
本
部
の
運
動
体
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一

年
が
経
過
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
今
立
ち

向
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
各
分
野
で
の
変
化
な
ど

を
報
告
し
た
。

大
会
に
は
東
京
地
本
石
上
委
員
長
も
参
加
、
委

員
長
と
し
て
初
め
て
「
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
国

労
に
な
ろ
う
」
な
ど
の
挨
拶
と
報
告
を
行
っ
た
。

大
会
は
、
運
動
方
針
、
予
算
案
な
ど
を
満
場
一

致
で
採
択
し
な
が
ら
、
役
員
改
選
で
は
地
区
本
部

設
立
時
か
ら
準
備
な

ど
で
奔
走
、
そ
の
後

委
員
長
を
担
っ
て
き

た
韮
澤
委
員
長
が
退

任
し
、
新
委
員
長
に

飯
田
誠
氏
（
大
宮
信

通
技
術
セ
ン
タ
ー
）

を
選
出
し
た
ほ
か
、

執
行
体
制
な
ど
も
強

化
し
な
が
ら
、
向
こ

う
一
年
間
の
闘
う
体

制
を
確
立
し
た
。

中
央
支
部
第
二
一
回
定
期
大
会
が
一
一
月
一
〇

日
、
渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
谷
委
員
長
の
「
一
〇
四
七
名
の
解
雇
撤
回
闘
争

は
、
大
衆
的
な
闘
い
が
重
要
で
あ
り
、
納
得
で
き
る

解
決
水
準
の
た
め
に
も
大
衆
闘
争
を
背
景
に
し
、
全

政
党
が
解
決
に
理
解
を
示
さ
な
け
れ
ば
解
決
し
な

い
。
一
一
・
三
〇
大
集
会
は
全
員
参
加
で
臨
も
う
」

と
の
挨
拶
に
続
き
、
西
部
全
労
協
、
世
田
谷
地
区
労
、

新
宿
区
労
連
、
社
民
党
、
共
産
党
、
国
労
闘
争
団
、

上
部
機
関
で
あ
る
東
京
地
本
山
本
副
委
員
長
の
来
賓

挨
拶
を
受
け
た
。

代
議
員
か
ら
は
「
包
括
和
解
後
、
差
別
は
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
試
験
の
合
格
者
は
極
少
数
で
、
依

然
と
し
て
差
別
が
続
い
て
お
り
、
受
験
を
あ
き
ら
め

た
組
合
員
も
出
て
い
る
」「
新
た
な
雇
用
制
度
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
清
算
事
業
本
部
、
シ
ス
テ
ム
会
社
、

鉄
道
総
研
等
々
で
雇
用
条
件
は
違
う
が
、
低
賃
金
で

労
働
内
容
は
変
わ
ら
ず
、
と
い
う
実
態
で
あ
り
、
関

連
子
会
社
へ
早
期
退
職
し
て
い
く
人
も
出
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
差
別
の
危
惧
も
出
さ
れ
て
い
る
。
国

労
と
し
て
監
視
体
制
を

求
め
る
」
「
相
変
わ
ら

ず
の
要
員
不
足
で
、
関

連
会
社
か
ら
の
出
向
受

け
入
れ
や
監
督
委
託
業

務
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
解
消
さ
れ
な
い
」

等
々
、
人
減
ら
し
合
理

化
に
よ
る
労
働
強
化
と

安
全
が
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

国
鉄
闘
争
で
は
、
確
認
さ
れ
た
「
四
者
四
団
体
」

の
枠
組
み
を
更
に
発
展
さ
せ
、
解
雇
撤
回
に
向
け
一

一
・
三
〇
全
国
集
会
を
全
員
参
加
で
成
功
さ
せ
よ
う

と
決
意
し
あ
い
、
執
行
委
員
長
に
大
谷
一
敏
氏
（
東

工
所
）
を
選
出
し
終
了
し
た
。大

井
工
場
支
部
第
八

八
回
定
期
代
議
員
大
会

が
、
一
一
月
一
〇
日
に

東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。
議

長
団
に
小
島
代
議
員
と

高
橋
代
議
員
を
選
出
し

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

小
池
執
行
委
員
長
の

挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、
上

部
機
関
で
あ
る
東
京
地

本
・
松
川
書
記
長
の
情

勢
報
告
を
含
め
た
挨
拶
の
後
、
経
過
報
告
、
決
算

報
告
、
役
員
立
候
補
受
付
説
明
の
後
、
午
後
か
ら

質
疑
に
入
っ
た
。
経
過
報
告
に
対
し
て
三
名
か
ら

質
疑
が
行
わ
れ
、
交
流
会
へ
の
事
前
準
備
、
品
川

国
鉄
ま
つ
り
の
参
加
者
、
昇
進
試
験
合
格
率
の
実

感
な
ど
出
さ
れ
た
。
続
い
て
運
動
方
針
の
討
論
に

入
り
六
名
か
ら
発
言
が
出
さ
れ
た
。「
外
注
化
が
急

で
技
術
継
承
が
追
い
つ
か
な
い
」「
職
場
総
点
検
・

摘
発
の
強
化
・
工
夫
が
必
要
」「
採
用
差
別
事
件
は

一
刻
の
猶
予
も
な
い
」「
車
両
故
障
低
減
に
向
け
た

提
案
を
」「
安
全
確
保
に
は
外
注
社
員
と
の
連
携
が

必
要
」「
試
験
は
も
っ
と
合
格
し
な
い
と
和
解
の
意

味
が
な
い
」
な
ど
多
く
の
方
針
案
を
補
強
す
る
意

見
が
出
さ
れ
た
。
最
後
に
佐
藤
書
記
長
か
ら
、
発

言
に
対
す
る
答
弁
と
、
①
不
採
用
事
件
の
解
決
、

②
安
全
・
安
定
輸
送
、
③
組
織
拡
大
、
④
春
闘
な

ど
に
つ
い
て
集
約
答
弁
が
さ
れ
た
。

各
代
議
員
は
、
討
論
さ
れ
た
内
容
を
分
会
に
持

ち
帰
り
、
新
た
な
執
行
部
体
制
と
共
に
、
Ｊ
Ｒ
採

用
差
別
の
早
期
解
決
、
会
社
の
無
謀
な
合
理
化
施

策
に
歯
止
め
を
か
け
、
差
別
の
根
絶
、
組
織
拡
大
、

春
闘
勝
利
に
向
け
た
闘
い
に
国
労
組
合
員
全
員
で

取
り
組
も
う
と
の
大
平
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
閉
会
し
た
。

平
山
君
（
左
）
と
小
池
前
委
員
長

飯
田
新
委
員
長


